
平成 26 年度事業報告について 

 

  茶を楽しみ、その文化、歴史に触れ、茶の魅力を実感できる「茶の都しずおか」

づくりの一翼を担い、世界の茶文化の紹介やお茶を楽しむ新しいスタイルを提案し

た。また、国の農産物輸出戦略において茶は重点品目に位置づけられていることか

ら、農林水産省や関係団体と連携し、緑茶の魅力や緑茶に関する情報を世界へ発信

し、輸出の促進を図った。 

 

１ 茶文化に関する講座及び体験事業 

（１）茶文化セミナー（茶の都しずおか創造セミナー等の開催） 

「茶の都しずおか」の創造を目指し、お茶に関する文化、歴史、機能性研究成果な

ど様々な情報発信を行うとともに、お茶を楽しむ機会を創出した。 

内 容 時 期 場所・内容 実 績 

茶の都しずおか創造

セミナー 

平成26年11月

9 日 

藤枝市生涯学習センターにおい

て静岡県立美術館館長の芳賀徹

氏より「文化としての日本茶」を

テーマに講演会を実施 

152 人 

世界のお茶・新スタイ

ル茶会 

平成26年11月

7、8 日 

 全国茶サミットイベント会場

において、世界のお茶や新しい製

法による香り高きお茶などのお

茶会を開催し、新しいスタイルの

楽しみ方を体験する機会を提供

した。 

200 人 

 

（２）情報誌「緑茶通信」等の発行 

緑茶に関する幅広い情報を発信するため、情報誌「緑茶通信」を発行した。 

発行時期 主要テーマ 発行部数 

平成 26 年 9 月 

35 号 新時代の日本茶 

「お茶の世界に新風！」「赤いお茶『サンルージュ』

の開発」「ＥＧＣ茶で免疫力ＵＰ！より効果的な飲

み方の提案」「強遮光による白葉茶の開発と今後の

展望」「ＣＴＣ製法の可能性と日本茶業の将来」 

○世界のお茶事情「オーストラリアの茶事情」 

○茶業研究最前線「中国農業科学院茶葉研究所」 

○全国の茶産地から「高知県 土佐茶の動き」 

○世界緑茶協会レポート 

「世界緑茶コンテスト 2014 入賞茶決定！」他 

1,000 部 
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平成 27 年 3 月 

36 号 茶の産業遺産 

「茶の産業遺産調査の意義と今後の活用につい

て」「茶の産業遺産 歴史的建築物の価値を見る目」

「産業遺産～茶機の変遷～」「茶の産業遺産 資料

編 海外向け広告資料を中心に」「『富岡製糸場と絹

産業遺産群』の世界遺産運動と地域振興」 

○世界お茶事情「アルゼンチンの茶事情」 

○茶業研究最前線「株式会社伊藤園中央研究所」 

○全国の茶産地から「香川県 小さな産地でもうま

い香川茶」 

○世界緑茶協会レポート「今、世界の茶業界が直

面する課題とは？」他 

1,000 部 

（３）静岡茶体験コーナーの運営 

  ア しずおかＯ-ＣＨＡプラザの運営 

茶文化の普及や茶の消費拡大を図るため、「しずおかＯ-ＣＨＡプラザ」の

静岡茶体験コーナーを運営した。また、県内茶産地のお茶を使ったミニ講座

を開催し、3 年連続 3回目の受講生 1,000名以上を達成した。 

 ＜運営概要＞ 

施設規模 65㎡  15席 

運営体制 

開場時間 月曜～金曜 午前９時 30分～午後４時 30分 

内 容 お茶の新商品 世界緑茶コンテスト入賞茶 

世界のお茶の展示、県内市町の茶展示、ミニ講

座の企画・運営 

 ＜利用者数＞ 

期 間 人数（人） 期 間 人数（人） 

第 1四半期 

４～６月 
941 

第３四半期 

１０～１２月 
1,984 

第２四半期 

７～９月 
1,032 

第４四半期 

１～３月 
1,133 

 計 5,090 
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＜ミニ講座開催実績＞ 

イ 茶アシスタント人材育成 

女性の求職者等を有期雇用契約にて４名雇入れ、茶の呈茶及び解説業務に従

事しながら、研修することにより能力を高め、茶関連業界への正規雇用を図る

事業を実施した。 

（ア）職場内研修 

雇用者は、しずおかＯ－ＣＨＡプラザにおいて、県内各茶産地の説明や

おいしいお茶の淹れ方、季節に応じたお茶の楽しみ方を習得した。 

（イ）職場外研修 

雇用者は、茶業に関連する外部講座に参加し、必要な知識を習得した。 

ウ 静岡茶おもてなしリーダーの育成 

雇用者にしずおかＯ-ＣＨＡプラザを主たる研修場所として、日本茶に関す

る知識や淹れ方の技術、英語で日本茶をＰＲする技術を習得させ、国内外で

静岡茶のＰＲができる人材を育成する事業を実施した。 

（ア）職場内研修 

しずおかＯ－ＣＨＡプラザにおいて、国内外の来客者に対して県内各茶産

地、おいしいお茶の淹れ方を指導者から助言を得ながら説明した。 

テーマ 時 期 
回数 

（回） 

参加者 

（人） 

新茶を楽しむ 5 月 14 日～6 月 13 日 6 148 

冷茶を楽しむ～簡単！お手軽冷茶

とおもてなしの本格冷茶～ 
7 月 3 日～7 月 23 日 6 156 

夏休み親子で楽しむお茶講座 7 月 30 日～8 月 12 日 6 118 

お茶の多様性を知ろう！～茶産地

『静岡』の新しい取組～ 
9 月 8 日～10 月 1 日 6 149 

秋に楽しむお茶～玉露を極める～ 11 月 11 日～12 月 3 日 6 152 

入賞茶を楽しむ 1 月 20 日～2 月 2 日 6 149 

お茶とお菓子でおもてなし～魅力

的なティータイム～ 
2 月 20 日～3 月 12 日 6 158 

計  42 1,030 
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２ 世界の茶に関する情報の集積及び発信 

（１）日本茶の輸出促進 

ア 国際的な見本市への参加 

国際的な食品見本市へ参加し、日本茶の淹れ方や保管方法、安全性、緑茶

の機能性を紹介するとともに、輸出に関心の高い茶業者の出展を支援した。 

開催地 シンガポール 国内（千葉） 

開催日時 26 年 10 月 16～17 日 27 年 3 月 3～6 日 

名 称・ 

開催場所 

Oishii JAPAN 

シンガポール 

FOODEX JAPAN 2015 

（幕張メッセ） 

イ セミナー等の開催 

日本茶の輸出を促進するため、静岡県立大学茶学総合研究センター、静岡

産業大学Ｏ-ＣＨＡ学研究センターと連携して、海外での日本茶マーケットの

現状をはじめ、輸出の問題点や生産などを幅広く体系的に学ぶセミナーを開

催した。 

内 容 講師（敬称略） 
時期 

人数 
場 所 

海外での日本茶の現状 

・各国での日本茶飲用状況 

・日本茶の輸出動向の推移 

日本茶輸出組合 

副理事長 谷本宏太郎 

10/24 

54 人 

茶業会館 

（静岡市） 

日本茶の未来に向けて 

・文化としての日本茶(再掲) 

～岡倉天心を読み直す～ 

静岡県立美術館館長 

芳賀 徹 

11/9 

152 人 

生涯学習セ

ンター 

（藤枝市） 

輸出関係手続き・輸出検疫、輸

入通関、輸出契約事務、 

国等の支援事業 

日本貿易振興機構 

農林水産食品部 農林

水産・食品企画課 

アドバイザー 永江宣文 

11/21 

60 人 

茶業会館 

（静岡市） 

日本茶の海外輸出に向けた対策

（農薬を中心として） 

野菜茶業研究所 枕崎

茶業研究拠点 

主任研究員 吉田克志    

12/19 

69 人 

茶業会館 

（静岡市） 

日本茶のマーケティング戦略 

タガワ・コンサルティン

グ オフィス 

代表 田川由美子 1/23 

62 人 

茶業会館 

（静岡市） 
日本茶輸出のための生産体系と

今後の方向 

静岡県立大学 茶学総

合研究センター 

特任教授 中村順行 
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ウ 日本茶を海外に紹介するためのコミュニケーション能力養成講座の開催 

「日本茶」について英語で説明できるようになる英語講座を実施した。 

日程／人数 主  題 内   容 

第１回 

7 月 2 日（水） 

／18 人 

第４回 

9 月４日（木） 

／15 人 

日本茶の淹

れ方 

挨拶、日本茶の種類と特徴、茶

器の説明、茶種別の淹れ方 

第２回 

7 月 17 日（水） 

／19 人 

第 5回 

9 月 18 日（木） 

／16 人 

産地、製造、

機能性、楽し

み方 

産地・生産・加工・機能性の説

明、楽しみ方 

第３回 

7 月 28 日（月） 

／16 人 

第６回 

10 月 2 日（木） 

／11 人 

茶道入門 
抹茶の点て方、飲み方、碾茶の

生産、楽しみ方 

（２）輸出促進のための情報集積・発信 

ア 世界とのネットワーク形成 

茶の輸出入については、国際的な規格や基準の制定が進められており、我

が国としてもこれらの協議に積極的に参画していく必要がある。 

このため、農林水産省が設置した国際規格への国内審議委員会に構成員と

して参画し、国内関係団体の意見調整や対国際団体の窓口役を担うとともに、

国内外の情報集積を行った。 

茶に関する国

際会議への参

加・誘致・調整 

・FAO-IGG（国連世界食糧農業機構「茶に関する政府間グ

ループ」）に日本代表団の一員として参加し、輸出入の

規制などに関する議題について各国の関係者とともに

議論した。 

・ISO（国際標準化機構）TC34/SC8（食品部会/茶分科会）

を静岡県で開催するための誘致活動や調整を行った。 

各国の茶関連

団体との交流、

情報交換 

全米茶業協会、世界茶連合会、中国茶葉流通協会、中国

国際茶文化研究会、韓国国際茶文化交流協会、台湾茶協会

などとの交流により、情報収集と発信を行った。 

イ O-CHA ネット、会員制情報共有サイト（Facebook）を活用した情報集積と  

発信 

平成 18 年 3 月の設立時から開設しているホームページや SNSを活用し、国

内外へ幅広くお茶に関する多様な情報発信を積極的に行った。 

内 容 発信手段 

・世界的にお茶に関するニュースや生産・消費

などの状況 

・国際的な見本市や旬のイベントに関する情報 

・お茶の機能・効能に関する研究成果情報 

・協会や各団体が開催する講座の開催に関する

情報 

世界緑茶協会ホームページ

「O-CHAネット」 

賛助会員向けメールマガジ

ン（1回/月程度） 

Facebook による多言語の情

報発信（2回/週程度） 
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ウ 日本茶の輸出戦略 

（ア）国の輸出戦略実行委員会茶部会への参画 

日本茶の輸出を促進するため、国の輸出戦略実行委員会茶部会に参画して、

ジャパンブランドの確立やマーケティング体制の構築、輸出環境整備などの

方策策定に協力するとともに、目標達成に向け施策展開を分担した。 

  （イ）革新的技術創造促進事業に係る公募研究課題実施 

海外粉末茶マーケティングコンソーシアム（研究代表：静岡県立大学茶学

総合研究センター）の構成員として、独立行政法人農業・食品産業技術総合

研究機構の委託を受けて海外市場に対応した粉末茶のマーケティング戦略

の構築に取り組んだ。 

＜コンソーシアム構成員と役割分担＞ 

区 分 団体名 担当課題の内容 

研究代表 
静岡県立大学茶学総合研究セ

ンター 

粉末茶のマーケティング戦略構

築 

 

構成員 

 

独立行政法人 農業・食品産業

技術研究機構 野菜茶業研究所 
流通する粉末茶の成分の解明 

株式会社エヌケービー 
飲食素材としての利活用法開発 

開発商品の Web調査 

公益財団法人世界緑茶協会 
飲用、多用途利用実態の解明 

流通する粉末茶商品の実態解明 

エ 世界緑茶会議の開催準備 

第 6 回世界お茶まつり開催承認や「世界緑茶会議 2016（仮称）」の開催に

向けた企画、準備を行った。 

（３）世界緑茶コンテストの開催 

ア 世界緑茶コンテスト 2014 の開催   

新しいコンセプトを持ち、創造性に満ちた魅力あるお茶の商品を提案する

コンテストを開催した。 

募 集  期 間 平成 26 年 4 月～7 月 

審  査  会 平成 26 年 8 月 21～22 日 島田市お茶の郷博物館 

出 品 点 数 日本 32 点、海外 28 点 計 60 点 

審 査 結 果 
最高金賞 7 点、金賞 12 点、パッケージ大賞 1 点 

フロンティア賞 1 点、奨励賞 1 点 

表 彰 式 ・平成 26 年 11 月 8 日 全国茶サミット静岡大会 in藤枝会場 

展 示 等 ・FoodexJapan2015 会場、O-CHA プラザにて展示、ＰＲを実施 

イ 第 10 回国際名茶品評会への協力 

世界茶連合会が主催する国際名茶品評会の日本国内の募集窓口となるとと

もに、審査に協力し海外茶業関係者と交流した。 
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今回の第 10 回記念大会においては 32 点が日本から出品され、有限会社カネ

タ太田園の「天竜阿多古の極」が世界名茶大賞に選定された。 

（４）Ｏ－ＣＨＡパイオニア顕彰 

茶にかかわる優れた学術研究や緑茶の振興及び発展に寄与した産業技術、緑

茶生活文化の提案や消費拡大等の優れた成果について、5件の取組を顕彰した。 

分 野 成果の名称 受賞者 

学術研究大賞 
茶の科学的研究の多

大な業績 

大森正司 

（大妻女子大学名誉教授） 

Ｏ-ＣＨＡ特別賞 
茶業全般に関わる新

たな提案とその実現 

榛村純一 

（(公社)日本茶業中央会会長、 

(公社)静岡県茶業会議所会頭） 

Ｏ-ＣＨＡ国際特別賞 
全米茶業界における

リーダーシップ 

Joseph P. Simrany 

（全米茶業協会前会長） 

新技術・新商品開発大賞 
シャープヘルシオお

茶 PRESSOの開発 

田村友樹 

（シャープ(株) 健康・環境シ

ステム事業本部 調理システム

事業部 新規事業推進プロジェ

クトチーム チーフ） 

国際ＣＨＡllenge賞 
パリを拠点に日本茶

の普及活動 
日本茶専門店 Yasu Kakegawa 

 

３ ホームページバナー広告 

O-CHANETは、１か月平均 15万 8千件のアクセスがあるお茶の総合情報サイト

であり、お茶関連業者（当協会会員）へのバナー広告掲載を勧めることにより、

当協会ＨＰを中心にしたネットワークの構築をすすめた。 
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貸 借 対 照 表

平成27年 3月31日現在

          (単位：円)

Page:   1

科             目 当 年 度 前 年 度 増    減
 Ⅰ  資産の部
   1  流動資産                            
        現金預金                                   4,605,166        6,333,248       -1,728,082
          普通預金                                   4,605,166        6,333,248       -1,728,082
            スルガ銀行　静岡南支店　普通2173142        3,636,968        5,058,611       -1,421,643
            静岡銀行　駅南支店　普通763138               947,222          973,411          -26,189
            ゆうちょ銀行　00860-3-166641                  20,976          301,226         -280,250
        未収金                                     1,820,304        1,633,789          186,515
        前払金                                     1,461,012           33,140        1,427,872
        立替金                                             0          141,819         -141,819
        流動資産合計        7,886,482        8,141,996         -255,514
   2  固定資産                            
     (1) 基本財産                            
        投資有価証券                             390,025,176      390,530,182         -505,006
            投資有価証券(指定)                       390,025,176      390,530,182         -505,006
        定期預金（基）                             2,974,824        2,469,818          505,006
        基本財産合計      393,000,000      393,000,000                0
     (2) 特定資産                            
        退職給付引当資産                           1,000,000        1,600,000         -600,000
            退職給付引当資産(一般)                     1,000,000        1,600,000         -600,000
        特定資産合計        1,000,000        1,600,000         -600,000
     (3) その他固定資産                      
        ソフトウェア                                 153,900                0          153,900
        その他固定資産合計          153,900                0          153,900
        固定資産合計      394,153,900      394,600,000         -446,100
        資産の部合計      402,040,382      402,741,996         -701,614
 Ⅱ  負債の部
   1  流動負債                            
        未払金                                     2,904,718        4,294,966       -1,390,248
        前受金                                         5,000          315,000         -310,000
        預り金                                       206,321          222,475          -16,154
            送料                                             328              240               88
            厚生年金預り                                 125,463          134,905           -9,442
            健康保険料預り                                80,530           87,330           -6,800
        賞与引当金                                   810,000          530,000          280,000
        流動負債合計        3,926,039        5,362,441       -1,436,402
   2  固定負債                            
        退職給付引当金                             1,000,000        1,600,000         -600,000
        固定負債合計        1,000,000        1,600,000         -600,000
        負債の部合計        4,926,039        6,962,441       -2,036,402
 Ⅲ  正味財産の部
   1  指定正味財産                        
        寄付金                                   200,000,000      200,000,000                0
        有価証券（財）                           193,000,000      193,000,000                0
        指定正味財産合計      393,000,000      393,000,000                0
       (うち基本財産への充当額)            (    393,000,000) (    393,000,000) (              0)
   2  一般正味財産                               4,114,343        2,779,555        1,334,788
       (うち特定資産への充当額)            (      1,000,000) (      1,600,000) (       -600,000)
        正味財産の部合計      397,114,343      395,779,555        1,334,788
        負債及び正味財産合計      402,040,382      402,741,996         -701,614
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正 味 財 産 増 減 計 算 書

平成26年 4月 1日から平成27年 3月31日まで

          (単位：円)

Page:   1

科             目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ  一般正味財産増減の部
  １. 経常増減の部
    (1)  経常収益
          基本財産運用益                      
            基本財産の運用収入                        6,841,127       6,840,776             351
            特定資産受取利息                                183             274             -91
          受取会費                            
            会費収益                                 10,640,000      10,820,000        -180,000
          事業収益                            
            受講料等収益                                911,322         776,316         135,006
            情報誌発行収益                              225,400         422,890        -197,490
            出展負担金等収益                          1,065,822         330,100         735,722
            世界緑茶コンテスト出品料                  1,454,330       2,179,259        -724,929
                世界緑茶コンテスト出品料                  739,130       1,040,760        -301,630
                最高金賞入賞茶セット                    1,112,999      -1,112,999
                国際名茶品評会出品料                      675,000         675,000
                入賞茶シール                               40,200          25,500          14,700
            ﾊﾞﾅｰ広告収益                                700,000         700,000
          受取補助金等                        
            補助金収益                                5,429,000       5,429,000
            委託費収益                               10,386,351      21,315,315     -10,928,964
            農業振興基金協会助成金収益                  600,000         600,000
            受取負担金                                    9,600           9,600
          受取寄付金                          
            受取寄付金                                2,000,000       2,000,000
          雑収益                              
            受取利息                                      1,733           1,804             -71
            雑収益                                      129,429        -129,429
        経常収益合計                             40,264,868      51,545,163     -11,280,295
    (2)  経常費用
          事業費                              
            役員報酬                                  4,092,000       3,768,000         324,000
            給料手当                                  9,392,922      10,476,276      -1,083,354
            臨時雇賃金                                4,532,682      12,254,213      -7,721,531
            福利厚生費                                3,577,369       4,643,465      -1,066,096
            会議費                                       52,960         141,450         -88,490
            旅費交通費                                2,120,128       2,318,374        -198,246
            通信運搬費                                  729,426         610,754         118,672
            減価償却費                                    8,100           8,100
            消耗什器備品費                              202,716         139,800          62,916
            消耗品費                                  1,295,131       2,288,591        -993,460
            印刷製本費                                  410,392       1,060,691        -650,299
            賃借料                                      143,938          59,394          84,544
            保険料                                       34,820          76,480         -41,660
            諸謝金                                    1,235,077       1,389,182        -154,105
            租税公課                                    542,400         609,300         -66,900
            支払負担金                                2,889,096         482,314       2,406,782
            委託費                                    1,749,600       4,082,260      -2,332,660
            広告宣伝費                                  123,120          39,900          83,220
            手数料                                    1,033,659         658,269         375,390
          管理費                              
            役員報酬                                    900,000         975,000         -75,000
            給料手当                                  1,094,000         800,000         294,000
            退職給付費用                                200,000         200,000
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正 味 財 産 増 減 計 算 書

平成26年 4月 1日から平成27年 3月31日まで

          (単位：円)

Page:   2

科             目 当年度 前年度 増　減
            福利厚生費                                  854,419       1,053,363        -198,944
            会議費                                       15,100          14,500             600
            旅費交通費                                  124,760          52,050          72,710
            通信運搬費                                   19,204          18,690             514
            消耗品費                                    104,265          16,550          87,715
            印刷製本費                                   43,200          47,933          -4,733
            光熱水料費                                  172,393         101,224          71,169
            賃借料                                       35,121          30,114           5,007
            諸謝金                                      294,840         259,350          35,490
            租税公課                                      3,650           4,250            -600
            支払負担金                                  150,000         162,000         -12,000
            委託費                                      583,200         535,500          47,700
            手数料                                       99,392          96,148           3,244
        経常費用合計                             38,859,080      49,465,385     -10,606,305
          評価損益等調整前当期経常増減額            1,405,788       2,079,778        -673,990
          評価損益等計                        
          当期経常増減額                            1,405,788       2,079,778        -673,990
  ２. 経常外増減の部
    (1)  経常外収益
        経常外収益合計                      
    (2)  経常外費用
        経常外費用合計                      
          当期経常外増減額                    
          税引前当期一般正味財産増減額              1,405,788       2,079,778        -673,990
          法人税、住民税及び事業税                     71,000          71,000
          当期一般正味財産増減額                    1,334,788       2,008,778        -673,990
          一般正味財産期首残高                      2,779,555         770,777       2,008,778
          一般正味財産期末残高                      4,114,343       2,779,555       1,334,788
Ⅱ  指定正味財産増減の部
          当期指定正味財産増加額              
          指定正味財産期首残高                    393,000,000     393,000,000
          指定正味財産期末残高                    393,000,000     393,000,000
Ⅲ  正味財産期末残高     397,114,343     395,779,555       1,334,788
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(単位：円）

公１ 公２ 共通 小計 収１ 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 3,420,656 3,420,656 0 0 3,420,654 0 6,841,310

基本財産の運用収入 3,420,564 3,420,564 3,420,563 6,841,127

特定資産受取利息 92 92 91 183

受取会費 0 0 10,640,000 10,640,000 0 0 0 0 10,640,000

会費収入 10,640,000 10,640,000 0 10,640,000

事業収益 1,070,222 2,586,652 0 3,656,874 700,000 700,000 0 0 4,356,874

受講料収入 844,822 66,500 911,322 0 911,322

情報誌発行収入 225,400 225,400 0 225,400

出展負担金等収入 1,065,822 1,065,822 0 1,065,822

世界緑茶コンテスト出品料 1,454,330 1,454,330 0 1,454,330

バナー広告収入 0 700,000 700,000 700,000

受取補助金等 7,959,318 8,465,633 0 16,424,951 0 0 0 0 16,424,951

委託費収入 7,959,318 2,427,033 10,386,351 0 10,386,351

補助金収入 5,429,000 5,429,000 0 5,429,000

農業振興基金協会助成金収入 600,000 600,000 0 600,000

受取負担金 9,600 9,600 9,600

受取寄付金 0 0 2,000,000 2,000,000 0 0 0 0 2,000,000

茶取引安定協会特定寄附 2,000,000 2,000,000 0 2,000,000

雑収益 0 0 0 0 0 0 1,733 0 1,733

受取利息 0 0 1,733 1,733

雑収益 0 0 0 0 0

経常収益計

経常収益計経常収益計

経常収益計 9,029,540

11,052,285 16,060,656

36,142,481 700,000 700,000 3,422,387 0 40,264,868

公益財団法人世界緑茶協会　正味財産増減計算書の内訳表

平成26年　4月　1日から平成27年　3月31日まで

科     目

公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 内部取引消去 合計
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(単位：円）

公１ 公２ 共通 小計 収１ 小計

公益財団法人世界緑茶協会　正味財産増減計算書の内訳表

平成26年　4月　1日から平成27年　3月31日まで

科     目

公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 内部取引消去 合計

（２）経常費用

事業費 14,654,045 19,498,491 0 34,152,536 13,000 13,000 0 34,165,536

役員報酬 1,285,140 2,803,860 4,089,000 3,000 3,000 4,092,000

給料手当 3,700,850 5,688,072 9,388,922 4,000 4,000 9,392,922

福利厚生費 1,473,238 2,102,131 3,575,369 2,000 2,000 3,577,369

臨時雇賃金 3,935,756 596,926 4,532,682 0 4,532,682

会議費 52,960 52,960 0 52,960

旅費交通費 484,542 1,635,586 2,120,128 0 2,120,128

通信運搬費 294,815 434,611 729,426 0 729,426

減価償却費 8,100 8,100 0 8,100

消耗什器備品費 40,068 162,648 202,716 0 202,716

消耗品費 605,777 689,354 1,295,131 0 1,295,131

修繕費 0 0 0

印刷製本費 124,031 286,361 410,392 0 410,392

光熱水料費 0 0 0

賃借料 143,938 143,938 0 143,938

保険料 33,140 1,680 34,820 0 34,820

諸謝金 483,235 751,842 1,235,077 0 1,235,077

支払負担金　 6,500 2,882,596 2,889,096 0 2,889,096

租税公課 540,800 1,600 542,400 0 542,400

委託費 1,425,600 320,000 1,745,600 4,000 4,000 1,749,600

広告宣伝費 123,120 123,120 0 123,120

手数料 97,433 936,226 1,033,659 0 1,033,659

雑費 0 0 0

管理費 4,693,544 0 4,693,544

役員報酬 900,000 900,000

給料手当 1,094,000 1,094,000

退職給付金支出 200,000 200,000

福利厚生費 854,419 854,419

会議費 15,100 15,100

旅費交通費 124,760 124,760

通信運搬費 19,204 19,204

消耗什器備品費 0 0

消耗品費 104,265 104,265

減価償却費 0 0

印刷製本費 43,200 43,200

光熱水料費 172,393 172,393

賃借料 35,121 35,121

諸謝金 294,840 294,840

租税公課 3,650 3,650

支払負担金　 150,000 150,000

委託費 583,200 583,200

手数料 99,392 99,392

雑費 0 0

経常費用計

経常費用計経常費用計

経常費用計

14,654,045 19,498,491

0 34,152,536 13,000 13,000 4,693,544 0 38,859,080
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(単位：円）

公１ 公２ 共通 小計 収１ 小計

公益財団法人世界緑茶協会　正味財産増減計算書の内訳表

平成26年　4月　1日から平成27年　3月31日まで

科     目

公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 内部取引消去 合計

評価損益等調整前当期経常増減額

△ 5,624,505 △ 8,446,206 16,060,656 1,989,945 687,000 687,000 △ 1,271,157 0 1,405,788

基本財産評価損益等 0 0 0

特定資産評価損益等 0 0 0

投資有価証券評価損益等 0 0 0

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常増減額

△ 5,624,505 △ 8,446,206 16,060,656 1,989,945 687,000 687,000 △ 1,271,157 0 1,405,788

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

中科目別記載 0 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

中科目別記載 0 0 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0

法人税、市民税及び事業税 71,000 71,000

他会計振替額 342,607 342,607 △ 342,607 △ 342,607 0

当期一般正味財産増減額 △ 5,624,505 △ 8,446,206 16,403,263 2,332,552 344,393 344,393 △ 1,342,157 0 1,334,788

一般正味財産期首残高 △ 5,522,276 △ 8,508,557 17,226,224 3,195,391 344,129 344,129 △ 759,965 0 2,779,555

一般正味財産期末残高 △ 11,146,781 △ 16,954,763 33,629,487 5,527,943 688,522 688,522 △ 2,102,122 0 4,114,343

Ⅱ　指定正味財産増減の部

受取補助金等 0 0 0

一般正味財産への振替額 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 196,500,000 196,500,000 0 196,500,000 393,000,000

指定正味財産期末残高 0 0 196,500,000 196,500,000 0 0 196,500,000 0 393,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 11,146,781 △ 16,954,763 230,129,487 202,027,943 688,522 688,522 194,397,878 0 397,114,343
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            平成26年4月1日から平成27年3月31日まで 　　(単位：円）

Ⅰ　収入の部

科　　目 予算額 決算額 増減 備　考

１　基本財産の運用収入

１　基本財産の運用収入１　基本財産の運用収入

１　基本財産の運用収入 7,345,000 7,346,133 1,133

２　特定資産運用収入

２　特定資産運用収入２　特定資産運用収入

２　特定資産運用収入 0 183 183

３　会費収入

３　会費収入３　会費収入

３　会費収入 11,250,000 10,640,000 △ 610,000

４　事業収入

４　事業収入４　事業収入

４　事業収入 6,350,000 4,356,874 △ 1,993,126

　　　受講料収入 500,000 911,322 411,322

　　　情報誌発行収入 500,000 225,400 △ 274,600

　　　出展負担金等収入 1,500,000 1,065,822 △ 434,178

　　　コンテスト出品料収入 1,500,000 1,454,330 △ 45,670

      輸出戦略実行事業負担金 1,450,000 0 △ 1,450,000

　　　バナー広告収入 900,000 700,000 △ 200,000

５　県補助金等収入

５　県補助金等収入５　県補助金等収入

５　県補助金等収入 13,790,000 16,415,351 2,625,351

　　　委託費収入 7,761,000 10,386,351 2,625,351

うち輸出促進関連委託費

1,440千円

　　　補助金収入 5,429,000 5,429,000 0

　　  農業振興基金協会指定事業助成収入 600,000 600,000 0

       負担金収入                       0 9,600 9,600

６  寄付金等収入

６  寄付金等収入６  寄付金等収入

６  寄付金等収入 2,000,000 2,000,000 0

７  雑収入

７  雑収入７  雑収入

７  雑収入 0 1,733 1,733

８  前年度繰越

８  前年度繰越８  前年度繰越

８  前年度繰越 2,000,000 2,779,555 779,555

収入合計 42,735,000 43,549,429 814,429

公益財団法人世界緑茶協会　平成26年度収支決算書
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Ⅱ　支出の部

科　　目 予算額 決算額 増減 備　考

 1　事業費

 1　事業費 1　事業費

 1　事業費 36,622,000 34,165,536 △ 2,456,464

(１)茶文化の提案及び普及(公益1) 16,921,000 14,654,045 △ 2,266,955

　　茶の都しずおか創造セミナー等の開催 4,783,000 3,032,399 △ 1,750,601

　　緑茶に関する情報誌の発行 4,377,000 3,662,328 △ 714,672

　　静岡茶体験コーナーの運営 2,328,000 2,379,780 51,780

　　茶アシスタント育成 5,252,000 5,398,725 146,725

　　静岡茶おもてなしリーダーの育成 181,000 180,813 △ 187

(２)世界の茶に関する情報の集積及び発信(公益2) 19,688,000 19,498,491 △ 189,509

　　日本茶の輸出促進 8,498,000 9,489,405 991,405

　　世界への情報の発信と集積 2,935,000 2,605,257 △ 329,743

　　世界緑茶コンテストの開催 4,158,000 4,007,481 △ 150,519

     世界緑茶会議開催 2,011,000 1,674,090 △ 336,910

　　Ｏ－ＣＨＡパイオニア顕彰 2,086,000 1,722,258 △ 363,742

(3)ホームページバナー広告(収益1) 13,000 13,000 0

２　管理費等

２　管理費等２　管理費等

２　管理費等 4,908,000 4,764,544 △ 143,456

３　予備費

３　予備費３　予備費

３　予備費 700,000 0 △ 700,000

４　基本財産償却費

４　基本財産償却費４　基本財産償却費

４　基本財産償却費 505,000 505,006 6

支出合計

支出合計支出合計

支出合計 42,735,000 39,435,086 △ 3,299,914

次期繰越収支差額

次期繰越収支差額次期繰越収支差額

次期繰越収支差額 0 4,114,343 4,114,343

人件費については各事業の活動内容（量）に応じて適正に配分

人件費については各事業の活動内容（量）に応じて適正に配分人件費については各事業の活動内容（量）に応じて適正に配分

人件費については各事業の活動内容（量）に応じて適正に配分
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